築山山水庭造伝

■序文

庭の起源を尋ねると、日本では文徳天皇の御所南殿での庭は、太政大臣藤原良房公の作庭なり。宇多院の庭は900年に出家されて後、亭子院へ移った。この院の庭は寛平法皇の作庭なり。太政大臣平清盛の新内裏の庭は大蔵大輔喜成が作った。御深草院の御子、禅林寺殿に出家されて、東山の山荘の庭は仁和寺の僧正了偏の作庭なり。嵯峨天龍寺および西芳寺の庭は夢想国師がお作りになった。インドには悉多太子が八相成道の因うちにきざし、王宮を出る（出家）ことを父の大王に望み願い出た。大王はお許しにならなかったけれども、とかく王宮を出る事を懇願しそれを夢見ていたので、父である大王は嘆き、いかにもしてとどめ奉らんために、太子のいる宮殿の四方に四季の景色を絶えさせないために、東には春の景色の山、南には夏の景色の山、西には秋の景色の山、北には冬の景色の山をつくった。これが庭の始まりなり。これを模倣して日本では鳥羽の辺りの城南の四面に四季の山を作り、時折この景色（前記の庭）ことの葉も及ばない風情になったとか。されど時代が移り変わって今はただ秋の山のみ残った。そののち相阿弥という人が古き流れを伝え、この道に精通して古法のごとく銀閣寺の庭、又は大徳寺大仙院の庭など、ここかしこに庭を作った。今ここに古き達人の教えを記し始め、次に勝景の庭の図を写し、この道を好み極めようとする人の助けとなることを望む。

■リファレンス

・しょうたい【昌泰】（シャウタイ）

平安時代、醍醐天皇の代の年号。寛平一〇年(八九八)四月二六日改元。昌泰四年(九〇一)七月一五日延喜(えんぎ)となる。

・ぜんりんじ‐どの【禅林寺殿】

亀山天皇の離宮を寺に改める前の称。

・そう‐じょう【僧正】（‥ジャウ）

 僧官僧綱の最上位。また、その人。はじめは一人であったが、大僧正・僧正・権僧正の三階級に分かれ、一〇余人にふえた。

・はっそう‐じょうどう【八相成道】（ハッサウジャウダウ）

仏語。釈迦が衆生を救うために示した八種の相。一般に降兜率(ごうとそつ＝兜率天から下ったこと)・託胎(母胎に入ったこと)・降誕・出家・降魔(ごうま＝菩提樹下で悪魔を降伏させたこと)・成道(悟りを得たこと)・転法輪(てんぼうりん＝説法・教化したこと)・入滅(涅槃に入ったこと)の称。八相。

・真相（相阿弥）

（？—1525）室町後期の画家。号は松雪斎、鑑岳。将軍足利義政(あしかがよしまさ)に仕えた同朋衆(どうぼうしゅう)で、相阿弥(そうあみ)とも称した。真能（能阿弥）の孫、真芸（芸阿弥）の子で、いわゆる三阿弥の一人。

祖父、父と同様、将軍家関係の書画・唐物(からもの)の鑑定や座敷飾り、連歌(れんが)など多方面に才能を発揮、作庭にも従事した。(C)小学館

■山水作りやう方式　もやう

およそ庭の造り方は、第一にその庭となるところの地形のありかたに注意し、それより庭の姿（おおよその構成）をそこに割り出す。石を据え、草木を植えてを景色を作り出す。例えば中国の廬山をまねし、水景では西湖の姿を造るなど、それらは（廬山、西湖）詳しく計り知れないけれど、僅かに小さい紙に書かれた図を見て、すぐに地形や木石の構成を胸中に思い描いて、庭の面積の大小に合わせて、築山遣水を造り出すこと、これが巧みな人である。

庭を造りたい人は普段からよい景色の土地を尋ね、その概要を紙に写し描き、試しに胸中でその姿を思い描いてみるべきである。この経験を積んでいくと自然と腕が上がる。ただし、その所の景色をみてすべてを写し取ろうと地形をしようとすると、景色が数多くある所では五日、六日にもなると考えるべきである。よって、よい景色を見る方法がある。庭坪地形に古法がある。以上築山第一の項目である。

第二に建石の吉凶、草木を植える所の善し悪しを主旨とし、建石の据え方、畳やう（用い方）これは極秘事項である。たとえ狭い庭でも、異常に高い山、大滝を型取り、大海の景色を現す事の手段は、ただ水石の用い方にある。以上が築山第二の項目である。

第三に真行草の格式によって庭の景色、体志を考える。それは庭の地形取り（地割りの事？遣方）の時にうまく現される（生まれる）のではない。大体、木や石を植え並べて景観や体志を心の中で考えて造り出せることである。平庭のなかにそこかしこに石を据え置き、悉体格を備え造化自然の良さを現すことが庭の極意である。

どれほど模様どりを面白くして様々な形式があっても景色が拙く形が整っていなければ、築山の正しい道理を失い、主人の心まであさましく思える。思うに世の中の全ての物にはことごとく縁がありそれゆえ調和がある。文字に熟字縁字あり、言葉に熟語縁語があるのと同じである。これは自然に決まっている理りであり、これに背く事を離別という。今新しく物を作ろうとする時、心を砕いて考えなければ縁（理り）が切れる恐れがある。ゆえに庭を作るにもよくよく模様に気をつけて、縁不縁の区別もなく、不注意に木や石を並べる事は良くない。この事は数多くの書籍に記されている。次に大概を示しておく。以上が築山第三の伝である。この他口伝えの秘伝があるけれどもこの三つをでない。よく注意するべきである。

■リファレンス

・ろ‐ざん【廬山】

中国、江西省北部の名山。九江市の南にあり、北は揚子江、東は■陽(はよう)湖に臨む。諸峰が絶壁をなしてそびえ、周の匡俗が廬を結び仙人となって昇天したという伝説がある。(C)小学館

・き‐しょう【気象】（‥シャウ）

大自然の様子。転じて、けしき、風趣。

・じゅく‐ご【熟語】

二つ以上の単語または単語の要素が結合し、単語としての慣用が固定しているもの。(C)小学館

・えん‐ご【縁語】
和歌や文章での修辞法の一つ。主想となる語と意味上密接に関連し合うようなことばを、他の箇所に使用して、表現のおもしろみやあやをつけること。また、そのことば。(C)小学館

· 三忌五禍の石の事

庭で使われる石には三つと五つの避けることがある。三忌の一つは家の棟を切る石である。一方向に長い石を片方の端が見え、もう片方の端が見えないように据え長軸がその家の棟に対して直角になることである。ただし、築山の奥などは構わない。二つ目は主人島の前に凸のように角があって、きちんと立つ事ができないような不安定な石を据える事である。三つ目は客人島の前に外観が良くない石を据える事である。

五禍とは、一つ目に石の頭端が大きく地際が細い石である。二つ目にはニ神石を立てない事である。三つ目は礼拝石お立てない事である。五つ目には守護石がない事である。

· 二祥三吉といふ事

二祥と言うのは、一つ目に東南の庭をいう。二つ目は滝の後ろに高山、大木があるのをいう。三吉とは、一つ目に主人石に安居石を立てるのをいう。二つ目には面前の松がすこやかな外観の木振りであることをいう。三つ目には庭前に砂利を敷くのをいう。これを三吉という。

■面に植ざる草木の事

万年青、紫竹、は人目につく正面の場所に植えない。万年青は名が良くない。紫竹は蛾皇女英の涙より染め出したる竹なだという。また、芭蕉を主人島に植えないのは風にあたって破れやすいためである。

· 蓬莱の背暇に橋をかけざる事

中央の島が蓬莱の形ならば橋を架けてはいけない。海中にある島で仙人が住んでいる所であるからである。吹上島は長く作らず、塩をとる浜の写意にするため耳石（副石）を据えず、又苔もつかない。砂利は潮の満ち引きを表すように敷く。

· 本所離別といふ事

本所離別と言うのは、深山に自生すべきものを水辺に植え、水辺に自生するのを野山に植えることをいう。これをしてはいけない。

■冬木故木面前に植ざる事

冬木とは何にまして早く葉の落ちる木をいう。但、梅等は葉が落ちてもよいので面前に植えても良い。以上の事を不相応又は離別という。これらの忌嫌いをよくよく考えて扱うべきである。

■平野の事

広々としたひろがりのある野は、山の峰にある高原の意味がある。多量に石を据えるのは良くないが、全く置かないのも良くない。

■山水遠近の事

遠い山は低く見え、近い山は高く見える。遠くにある水は高く見え、近くにある水は低く見える。この見え方を心得て築山、遣水を巧みに造りあげるきである。

■築山不相応の事

築山、立石は真行草の古法がある。そのむかし相阿弥が作成した図式をみて学ぶべきである。今出版して世の中に出回っているのでこの書には掲載しなかった。しかしあながち図式のごとく庭を作るのはよくなく、心のままがよい。岩石なく、かえって庭の外観が良くなくなる。古法をみて作る意図のもとに石などを据え立てていくべきである。小庭にあまり大石をたちならべ、大庭に小さな石を据える事が第一の不相応である。また、小庭に真の庭を作ると狭い様に見えて見にくくなる。ただし、玄人が狭い庭に真の庭を風流に作りたる様はしおらしく狭く感じない。今の時代は大体行草が主流で難しくもない。峰の高さも大体上記と同じである。

■築山泉水比喩の事

庭の表し方に種類がある。公武農商の家々の庭は吉事を表し、守護、蓬莱、二神などの形式がある。仏者寺院、寺院等の庭は釈門（宗派）の形式を表す事。故にこの書では古人の定めた形式を挙げて。寺と一般農家とは別けて考えて、各々その好みによる庭を作れば良い。

■景地を望ミ見て写しやうの事

景地を見て写しとる事

これは庭を作る第一の法則である。景勝と呼ばれている所に行き、この形を庭に写そうとすれば、その所の正面から真中の景観を見て、峰の上の形、中ほどの形を見渡して、その間にある目に留まる木や石の形を見て、これを模写し、山裾に谷か川があればその下の模様を写し、これより左の方に山峰谷又は滝があれば、その形の全体を見渡して、又画面の左の方に模写する。さて右の方の山峰より下へ同じように全体を見渡し、いずれもその間の木石の形を画面の右の方に模写する。それより山より下の全体の景をよくよく見渡して画面に写す。さて左の方へ眼を向けて向こうの景を見渡して、左に見える景観を紙に写し、また右の方へよって向こうの景観を見渡して、右より見る所の景観を画面に写し取る、以上のようによくよく見て眼に高い所の高低、曲直、その間の木や石の形をよくよく見覚えて模写するべきである。池の形が江湖の景観を写すにも、上記のごとく手前の正面より向こうを三段に見わたして、又左よりに見渡して、右よりに見渡して、その間の模様（様相）を紙に描き覚えるべきである。畢竟山の峰滝谷等の全体の模様（様相）を模写し、湖海川沢池等も眼に入る向こうの景色の端々や中ほどと、手前の岸と、いづれも三段に見て景観を模写すべきである。景地に到りことごとくその模様（様相）を写そうとすれば、数多の景観に見迷い幾度も計り考えるべきである。上記のように考えれば景観の見所を見覚えた眼を写し、築山に写して、あたかもその景地に到り見る心地がする。しかしその法則は度々景地を見て模写すれば創意工夫が出ない。この法則をよくよく心得て機会があるごとに庭の地景を見習うべきである。このように庭に写す法則は秘術である。妄りに話し手はいけない。

· 石の立様木の植様の事

大体古法の図を参考にして石の立てる所、木の植える所を主旨とし、岩石を集めてその姿形を見定めて、立石、伏石峰滝島等に据えるべき工夫を考えるべきである。始めから庭の模様（格好、構成）を決めるべきではない。岩石を見て自然と面白い景観を表す事はこの道の核心であり教外別伝とも言うべき事である。すべての造化は自然の体をするのがよい。しいて巧み過ぎるのはよくない。石を据える据えないのは、自然の景観ということを忘れれば必ず石を据えることがうまくいかない。総じて庭の模様は柔和で幽深玄遠であることがよく、神が造ったようにするのが巧みの作意である。木の植え方も上記と同様である。目の前の近い所には枝ぶりが風流な木をもちい、山峰島瀑布等の石との関係を見計らって、景観を調和させるように植えるべきである。植込の樹木は密にするのがよく、その中に少し明るい所をとる。古人栖震亭の苔の詩に「冷たいもやは山の中腹をおおい、水気は山はだに当たり、風吹こうとしてまず松の葉が鳴り出し、雨は今にも降り出そうとしてコケはもう滑らかである。」と示されるが、こうした美しい庭を目の前に見えるようにしたいものである。この詩の意味をよくよく考えるべきである。

■立石陰陽の事

高く立てる石は陽の石を心得るべきである。ゆえに滝口は水を司るので陰になる。よって必ず滝口に高く立てる陽の石を立てるべきである。これが陰陽和合の道理である。横に臥せてある石は陰の石と心得るべきである。陰陽和合の意味を考えること肝心である。総じて、石に限らず木草でも竪を陽とし、横を陰と考えるべきである。不立石、不臥石、など中程の石（立つわけでもなく臥せるべきでもなく）を陰陽和合の石である。又川除石はどのくらいあって役石の数には入れない。

■滝の事

竜門又は廬山の瀑布等を形作るのは幾つかの方法がある。寺院等の滝口は無熱地の滝口を形作る。五天竺（インド）の北、大雪山の頂上に無熱地がある。ここから水が流れて四大海に流れ落ちる。東は銀牛口より流れ落ちて、ごう伽河となって東海に入る。南は金象口より流れて信度河となって南海に入る。西は獅子口より流出して縛蒭河となって西海に入る。北は瑠璃亭口より流れ落て、徒多河となって北海に入る。この世界（庭、日本？）は南洲になるので金象口を表す。よって庭の滝口は大方東南の方向にあるべきである。しかし、大体座敷の上手に構えるので、西北にもあるべきである。まずは座敷の上座に滝口があると考えればよい。滝口が南にあれば北方に必ず香染山があるべきである。山がなければ樹を植えるべきである。

■滝副の石の事

滝口に必ず滝副の石として大石を立てるべきである。仏者は不動石という。その左右に童子石を副える。その数は８，４，２つである。これは８つなら大童子、４つなら四童子、２つなら二童子である。不動石の下に石坐を設ける。不動明王は大盤石に座している。この石は有無が決まっていない。

■蓬莱山の事

庭の中央に蓬莱山がある。これは祝言である。蓬莱山は亀の形である。ゆえに亀頭石、両手石、両足石、尾崎石を立てるべきである。この立様はもっとも大事である。この島を中島という。必ず松を植える。もし木がない時は亀の形の石を立てるべきである。

■二神石の事

庭の前、両側の端には必ず二神石を立てるべきである。又二王石ともいう。また二柱石ともいう。石の形によって、二つ三つ副えるのは作者の考えに従って決めるべきである。二王石に陰陽がある。

■山水に橋のかけ所の事

庭に橋のかける所は、必ず下流と中程にある。滝口に朽木を橋のかける事がある。これは猿などが朽木つたって川を渡って行く様をいう。

■滝口の石の事

滝口の石に水受石、溪副石、浪分石、水分石などいう石がある。これは庭の大事な石である。よく図を参考にして考えるべきである。

· 水吐の事

河が細まって下流に流れるのを水吐と言う。また滝口が南にあれば水吐は北の方にあるべきである。無熱地の北口を徒多河という。ゆえに北にある水吐を徒多流という。

■河すその石の事

水除石、落水石、浪受石、塵流石、木葉返石、水門石等ある。

■客人島の石の事

庭の両側の端に必ず二島がある。端近くにある島を客人島という。この島に客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石、水鳥岩などがあり。

· 主人島の石の事

庭の両側の端に必ず二島がある。手前側にある島を客人島という。奥にある島を主人島という。この島に安居石、腰息石、遊居石などがある。これ以外の別石は幾つあっても数に入れない。

■礼拝石の事

三神石（二神石に１つ足したもの？）の前に礼拝石があるべきである。石によって１つ２つ３つある。三神石の北に山があるべきである。山がなければ木を植えるべきである。

■山にある石の名の事

左の方の奥にある高山に山頂石、嶺脚石、山腰石、慶雲石、霧陰石、晴月石、月陰石（影石）などがある。また山路に道居石、行路石、などの石類などある。月陰石は西の山にある。吐景石は東の山頂にある。庭の石の多少は真行草によってきめるのできまっていない。

■上坐石の事

上坐石は山の間にある。主人島にも客人島にもある。いづれも木の根元にある。

■橋挟の石の事

石橋に必ず橋挟の石が四つある。ただし三つか一つの場合もある。おおよそ庭にある立石の名は下記にしるす。

■水際の石の事

水際に遊漁陰という石ある。下方に隙間があり魚が隠れやすい石を据える。
■石の名の事並にあり所の事

鴛鴦石、水禦石、垂釣石、虎渓石、豹陰石、遊山石、盃石、帯石、硯滴石、硯用石、筆石、筆笳石、怒濤石、

· 溪間に植る物の事

蕗、芝蘭、紫苑、菊、玉簪花、芍薬、萱草等島の谷間に植べし。

· 草木植所の事

梔子、柏、楓、葛、山にあり、女郎花、野にあり、万年韮、梅、菅、島山にあり、沈丁花、丁子、栂、藤、百合草、山類なり、蓮、菖蒲、沢にあり、芙蓉、銀杏、伊吹、一八、黄梅、躑躅、山類又島にあり、名草、名木其数多かるべし。

· 田畠の事

大きな庭の場合、山陰谷間などに田畠などを造る場合がある。又下流（川すそ）に造る事もある。

■九字の石立やうの事

庭の作る方法は公卿、武家、寺社等すべて同じである。しかし同じといは言え庭の作る方法に多少の習いがある。石を四竪五横と据えることである。これはすなわち九字の心であり下記のように石を据えれば怨敵悪鬼等を追い払うという。長さがない石、三角の石、片下がりの石、戸板のように横に立つ石は四竪五横の石ではない。以上の石はいづれも添石にふさわしい。四竪五横の石は立石四つ、臥せる石五つである。不立不臥の石は竪横の石ではない。分別をよくよくするべきである。

■竪横の外の石の事

このような形の石は幾つあっても竪横の石の数には入れない。副石にするべきである。四竪五横の石の立様は図のようにするべきである。但し同じ形の石を四ヶ所に立てれば見にくいのでよく考えるべきである。石を据えるもその立様が見渡す時の妨げにならないように心得て据えるべきである。もっともこれは作者の考えにあるべきである。

· 上坐石の秘事

寺院等の庭に一つの法則、秘事がある。山の麓に木を植えて、木の根元に平石を据える。この石を上坐石と呼ぶ。その石の起源は、天竺（インド）摩訶陀国伽耶山の麓に歓喜樹という木がある。その下に上座石と呼ぶ石がある。三世の諸仏出世の時、この岩の上で正しい仏の悟りを開こうとしたために、正覚石とも言う。又三界独尊石とも言う。この石をかたどり庭に立て座する時は、凡心を転じて正しい仏の悟りを得る。総じて仏道に入る事は表示を本とす。或いは客人島、主人島にもこの石の意味がある。上記が上座石が重要な理由である。別に所を構えておくべきなり。
■リファレンス

・しょう‐がく【正覚】（シャウ‥）

(「無上等正覚」の略)仏語。正しい仏の悟り。等正覚。

· 呂律の石立様の事

律はよくする石をいう。もし欠けた所に副石を据え、弱い方にも石を据えて、威儀具足のようにするのを律という。呂とは一つづつ二ヶ所、三ヶ所にその間を五、六寸或いは一尺程あけて切れ切れに据える。これを呂という。人の振る舞いに仁義礼智信を知って行うような者を律義者という。五常が欠けた者を呂な人という。下記のごとくその形が合わさるのは律である。合わないのは呂である。律は吉事であり生の方、呂は凶であり死の方になる。律は陽、呂は陰である。ゆえに呂の石をまったく立てないのではなく、呂律の二徳をもって万物が出生するので、呂の石は場所によって山陰のような所にあるべきである。

■リファレンス

・ご‐じょう【五常】（‥ジャウ）

１ 儒教で、人が常に行なうべき五種の正しい道をいう。通例、仁、義、礼、智(知)、信をさし、また別に、父、母、兄、弟、子の五者の守るべき道として、義、慈、友、恭、孝をいう。

· 律呂

· 真の山水に仏菩薩の御名を配当する事

およそ庭は西方浄土九品の曼荼羅を表している。ゆえに石の悉くは仏、菩薩、明王等の名が表されている。また山島、砂原などすべては九品の等級で決められている。ゆえに庭のある所は仏、菩薩の身が影向こうに表されている。なので毎日塵埃を払うべきである。

■リファレンス

・へい‐さ【平沙】

平担で広大な砂原。へいしゃ。

· 九品の次第

三尊石のある所は上品上生である。左の山は上品中生である。右の山は上品下生である。中島は中品上生である。山腰島は中品中生である。滝腰は中品下生である。尾崎左の島は下品上生である。右の島は下品中生である。平浜は下品下生である。立石は二十五の菩薩である。中川は七宝の池である。池中の掛橋はすなわち弘誓の橋であり大勢の菩薩の影向の蓮台である。あるいは十六大菩薩、十二天、十二官、二十八宿にも形どられる。

■リファレンス

・九品

・ぐ‐ぜい【弘誓】

１ 仏語。仏菩薩のひろく衆生を済度して仏果を得させようとする広大な誓願

· 仏菩薩御名の事

阿難、加葉、加旃延、驕梵、波提,、富楼那、須「ぼさつ」、羅喉羅その他大阿羅漢等不休息菩薩。満月菩薩、宝月菩薩。四大天王、跋難陀竜王、阿修羅王、難陀竜王、釈提植因、日天、月天、これら全て釈迦会座と言う。

· 五大配当の事

庭に地水火風空の五大を配置する事、これは秘伝である。水は海。火は草木の花。風は草木を咲かす事も散らす事をする。様々な草や木の枝先の葉などが青いのは空の色である。これが五色である。すなわちこれが五行、五倫である。ゆえに本来から存在した事で宇宙の姿である。これはすなわち仁義礼智信の五常でもあると考えるべきである。

■リファレンス

・ほん‐ぬ【本有】　

〓過去に存していたこと。先有。「—今無」

〓本来からそなわっていること。また、その徳。

〓四有しうの一。生れてから死ぬまでのあいだ。

・ほっ‐かい【法界】　国語大辞典

１ 十八界の一つ。法境のこと。意識の対象となるものすべてをいう。

２ 大乗仏教で、全宇宙を法の現れと見、真如と同視する。真如そのもの。また、諸宗により理解に差があるが、本源的な法性としては真如、その差別的な現れとしては世界・宇宙の両義に用いる。ほうかい。

· 山水を愛する心得の事

夢想国師が言うには、古来から今に至るまで庭といって山を築き、石を立て、樹木を植えて水を流す。これらを嗜み愛する人は多い。その体裁（型、様子、景色）は同じと言っても、それらの意味や趣味は異なる。あるいは心では少しも面白いと思わなくて、ただ家の飾りにして世の中の人に風情がある住居だと言われたいために樹木を植えたりする人もいる。また、全ての事において欲張なために、世間の珍宝を集めて集めるうちに庭を愛し、珍しい石や樹木を選んび集めてきた人もいる。このような人は庭の風情を愛せず、ただ俗物を愛する人である。白楽天は小池を掘って、その辺に竹を植えてこれを愛した。その話のように、竹ハ是心虚けれバ我友とす、水ハよく性浄ければ吾師とすと言い世間に庭を好む人、白楽天の様に庭を愛せば俗塵を離れ生まれ持った性格が欲少なくただ詩歌を読み歌い庭園の池に口笛などを吹いて心を育てる人がいる。深く山水を愛して執着し、旅を好む習癖のある人や、庭の池や石を好みすぎて病気のような人などの人を言う。これらを世間の優しき人と言う。たとえこのようになっても、もし私欲におおわれない心がなければ同じことである。あるいはこれらの庭に対して眠りを覚まし（私欲の心から改心して）なすこともなくもの寂しい様を慰めて人として守るべき条理を守る助けとする事こそ、もっとも貴ぶべき事と言える。しかしながら庭と人として守るべき条理を守る事を区別すれば本当の道人とは言わない。あるいは山、大地、草木、瓦、石、これら全て自己の本性と信じる人、いったん庭を愛する事は世の中の情と似ているけれども、やがて世の中のあり様を道心として泉水草木の四季に代わる景色を工夫する人が現れた。もし、上記のようであるのならば、道心の庭を愛する様子だと知るべきであると言う。ゆえに密教はこれらの庭をみて六大法身当即自而真の主旨を覚えるべきである。天台宗は一色一香無非中道の悟りを心得て、衆生を迷いの苦しみから救って悟りの境地へ導く人は四季の変り様を感じて無常の心を悟るべきである。

■リファレンス

・ぞく‐じん【俗塵】　

浮世のちり。俗世の煩わしいことども。

・はく‐らくてん【白楽天】

１はくきょい(白居易)

２能楽の曲名。脇能物。観世・金春・金剛・喜多流。作者未詳。唐の白楽天が日本の知恵を測ろうとして筑紫の海上まで来ると、老漁夫に身をかえた住吉明神が神風で楽天の船を唐土へ吹き返す。

・うそ【嘯】　

口をつぼめて強く吹き出す息。くちぶえ。うそぶき。竹取物語「あるいは—を吹き」

・えん‐か【煙霞・烟霞】　

けむりとかすみ。転じて、ぼんやりとかすんで見える風景。

・えんか‐の‐こしつ【煙霞の痼疾】　

深く山水を愛して執着し、旅を好む習癖。「煙霞の癖へき」とも。

・こう‐こう【膏肓】（カウクヮウ）　

(「こうもう」は誤読。「膏」は心臓の下。「肓」は膈(かく)の上)

１ 心臓と膈膜との間の部分。からだの中の奥深い所でここに病がはいると治らないという。

２ 人体の経穴(けいけつ＝つぼ)の名。脊椎の第四椎と第五椎との間で、背の中央から各三寸五分(約一〇・六センチメートル)のところ。

・どう‐しん【道心】

1［書経大禹謨］天理の発露する心。本然の心。私欲におおわれない心。本心。

2仏道を修めようと思う心。仏果を求める菩提心。源氏物語御法「うちあさへたる、思ひのままの—おこす人々」

3　13歳または15歳以上で仏門に入った人。今道心。狂、俄道心「俄かにかやうに—になつて御座る」

・りん‐ね【輪廻】

１〔仏〕(梵語 sa〓s〓ra 流れる意) 車輪が回転してきわまりないように、衆生が三界六道に迷いの生死を重ねてとどまることのないこと。迷いの世界を生きかわり死にかわること。流転るてん。輪転。宇津保物語俊蔭「—しつる一人が腹に八生宿り」。「—生死しようじ」「—転生てんしよう」〓涅槃ねはん。

２同じことを繰り返すこと。どうどうめぐり。日葡辞書「リンエシタコトヲイウ」

３執着心の深いこと。浄、出世景清「—したる女かな」

４和歌の回文かいぶん。

５連歌・俳諧で、相連接する3句の第3句が第1句と近似した語句・趣向などを繰り返すこと。付合つけあい上、最も嫌うべき禁制事項。

・つれ‐づれ【徒然】

１つくづくと物思いにふけること。源氏物語手習「—も心細きままに思ひ嘆きけるを」

２なすこともなくものさびしいさま。することもなく退屈なさま。源氏物語初音「年月に添へて—の数のみまされど」。徒然草「—なるままに、日暮し、硯にむかひて」。「—を慰める」

３つくづく。つらつら。浄、冥途飛脚「顔を—眺むれば」

・せ‐じょう【世情】‥ジヤウ

世の中のありさま。また、世態と人情。せいじょう。「—に通じる」

・しょう‐じょう【小乗】セウ‥

〔仏〕(梵語 h〓nay〓na　 劣った乗物の意) 衆生済度を忘れて自己の解脱だけを求める声聞や縁覚の立場を、大乗の立場から批判的に名づけたもの。小乗仏教。〓大乗

· 山水の在所に性をしる事

南に山水あるハ火姓の庭也　北に山水あるハ水姓の庭也

東に山水あるハ木姓の庭也　西に山水あるハ金姓の庭也

南に山水あるハ北向の庭也　北に山水あるハ南向の庭也

東に山水あるハ西向の庭也　西に山水あるハ東向の庭也

· 相生相克の事

相生相克の事

木姓の人は北が相生、西が相剋

火姓の人は東が相生、西が相剋

土姓の人は西が相生、北が相剋

金姓の人は西が相生、東が相剋

水姓の人は南が相生、南が相剋

しかしながら古来からある庭はこの通り出なくてもよい。初めて庭を造る時はその土地を上記の事柄に注意して美しく造る。上記は秘伝であり無闇に公開してはいけない。

上記の庭は諸仏が一時姿を表す場所であるので、いかなる所方角に関係なく造ってよい。かえってその家の守護になる。この様になっても、庭の方式を知らず、ただ思い込みで石を立て、樹を植えれば守護にはならない。使い分けが必要である。

■リファレンス

・ご‐ぎょう【五行】広辞苑

〓中国古来の哲理にいう、天地の間に循環流行して停息しない木・火・土・金・水の五つの元気。万物組成の元素とする。木から火を、火から土を、土から金を、金から水を、水から木を生ずるを相生そうしようという。また、木は土に、土は水に、水は火に、火は金に、金は木に剋かつを相剋そうこくという。これらを男女の性に配し、相生のもの相合すれば和合して幸福あり、相剋のもの相対すれば不和で災難が来るという。

・よう‐ごう【影向】ヤウガウ

(ヨウコウとも) 神仏が一時姿を現すこと。神仏の来臨。えごう。平家物語3「誠に来迎引摂らいごういんじようの悲願も、この所に—を垂れ」

· 石を畳といふ事

世の中に言い伝わっている巨勢金岡が水石を組むことが非常に勝れている。およそ石を組むという事は間尺わずかに定まった庭（地割りが決定した庭？）に、狭いところに深い山た深い谷を表すのは名人のやる事である。あまりうまくない人はやるべきではない。その方法を話せば、石の縦横を計算して庭の前から奥まで石を据えてみて、それにとりあう樹木の高低を見分けて植え、あるいは石の根を隠し、あるいは石の中央を見せず、模様を様々な種類に替えてこれを配合し、副え石の使い方に心を込めて、前方から奥の方に山峰を幾重にも組み合わせ景を表す。これを石を組むという。例えば十三畳、十九畳などと世の中に伝わっているのは、そのまま石を十三段に組み合わせ、十九段に組み合わせ重ねる事ではない。石の使い様、配合、幾重にも模様を表し、さながら十三畳にも十九畳にも見えるようにする事を言う。また小庭、平庭に石を組み合わせるということがある。別に秘伝であるがここで説明する。滝を造るに上から下まで一筋の滝であれば滝が低く見えて風景が少ない。滝の上を樹で隠して、あまり見せず、滝の中ほどを岩屋木の枝を差し出し、水落の脇に草などを植えて、滝をことごとく隠すと自然と数丈の飛布を見ているようである。池もまた同じである。池の形が四方すべて見えればどんな広い池でもその広さを見尽して風情がない。小さい池でも形を面白く曲げ、ここかしこに草木や石を配置し池の形をあまり見せないようにすれば、自然と湖海の眺望の気象が篭る。これらの工夫は庭を造る極意である。

■リファレンス

・【妙】 （名・形動）[文]ﾅﾘ大辞林
（１）非常にすぐれていること。なみはずれてすばらしいこと。また，そのさま。「造化の—」「人工の—をつくす」「言い得て—だ」
（２）普通と違っていて変なこと。不思議なこと。また，そのさま。「—な話」

・しん‐ざん【深山】

奥ふかい山。おくやま。みやま。「—幽谷」

・ゆう‐こく【幽谷】
奥深い谷。山が深くて静かな谷。「深山—」

あしらいアシラヒ

１応対。もてなし。日本永代蔵5「猫の蚤見て、—もせねば」。「客—」

２配合。とりあわせ。胆大小心録「吸物は…くじらの—に大根の青み」 

３相手役に体を向けて応対すること。

４能の囃子でリズムにはっきり合せず伴奏すること。

５狂言の伴奏をすること。リズムに合せても、色どり程度の伴奏なのでこう呼ぶ。

６(俳諧用語) 支考の付句論七名しちみよう中の一名目。連句で、打越うちこしのむずかしい時、軽く道具（物の名）を付けて転じさせる付け方。

・しな‐じな【品品】広辞苑

１さまざまの品。

２いろいろの等級・種類。源氏物語帚木「その—やいかに」

３いろいろ。種々。(副詞的にも用いる) 源氏物語蛍「舎人どもの禄、—賜はる」

・き‐しょう【気象】広辞苑

１宇宙の根元とその作用である現象。古事記上「混元既に凝りて、—未だあらはれず」

２(「気象」とも書く) 生れつきの性情。心だて。気だて。気質。「—がはげしい」「しっかりした—」

３〔気〕(weather) 大気の状態および雨・風・雷など、大気中の諸現象。

· 山水気象体志の事

庭に気象体志を備える事を知るべきである。気象と言うのは築山、遣水を作るときにその主人の作意に応じ自然の持ち味を表すことで最も難しい事である。詩家に気象を写し出し書き表す事と同じである。輪苑気、山林気、出世気、神仙気、儒先気などと区別する事、この事の工夫にあるべき事である。体志というのは詩の方の言葉で、作り出す庭に自然と格とか型が備わり高逸貞静徳誡等の志を表す事が道理である。景観を面白く写そうと様々な模様を巧みにしすぎれば気象を失い、外観の形状が定まらず、かえって卑俗の形状になる事が多い。慎むべき事の第一である、すべて物好きの行う事で卑しい事、控えめで慎みがある事は気象によってきまるので、初めに気象の卑しい事を区別し行わず、ただ自然の江山幽地の思いをめぐらして、その時限りでも外面だけ華やかで実質のないことをするべきではない。もっとも庭はめでたい表現を作ると言っても、元々自然の風景を写した物なので、村里や僻地の風景を組み合わせるべきである。田舎のような景色は卑しと考えるべきではない。気象の拙く卑しいのは無理に作って飾るのを表した物を言うのである。気象が正しければ体志が乱れる事は無く、次の巻の図を参考に形状を考えるべきである。

■リファレンス

・こう‐いつ【高逸】国語大辞典

(形動)けだかくすぐれていること。俗気を離れて高尚なさま。

・ひ‐ぞく【鄙俗】広辞苑

１いなかびていること。

２いやしいこと。卑俗。「—なことば」

・ふ‐か【浮華】広辞苑

うわついていて、華やかなこと。外面だけ華やかで実質のないこと。

· 遠方の景を我庭前へうくる伝

自然の景色を用いて、庭を作るのは作者の手腕である。書院座敷等の軒先より見渡して境内の前方にある山を低くし、または樹木等を切り開いて遠景を庭さきに見えるように活用するべきである。

· 茶人の庭作りやうの事

茶人の庭は造ったように見えない様に、あるいは在郷の家が市中にあるように山林や深い谷へ迷い込んだように作るべきである。

■リファレンス

・ざい‐け【在家】広辞苑

１出家していない人。在俗の人。今昔物語集1「—の時、…形勝れて端正限りなき女を妻として」

２在郷の家。民家。平家物語4「白河の—に火を懸けて焼きあげば」

３中世、領主の在家役賦課の単位で、荘園内の屋敷と付属の田畑を含めていう称。

· 水なき庭の事

水がない庭は山や島に水が無い所を白洲にして川の代りに白洲を用い、滝も水がない滝である。作り方は変らない。

· 石燈篭置様の事

石燈篭の置く場所は作意によって様々である。次の巻にある図を参考に置く場所を考えるべきである。高さの事は様々な説があるけれども強いて寸尺にこだわるべきではない。ただ、燈篭の大小、庭の面積に応じて格好良く組み合わせや見た目が肝心である。火影が池の水などに写るのを計算するべきである。燈篭の石柱が四角であれば正面に表を見せるのは風情がなくよくない。角を少し横に向けて立てれば奥深く遠いので面白い。以上の事すべて庭の模様に心得ある事である。

■リファレンス

・ゆう‐えん【幽遠】イウヱン

おくふかく遠いこと。「—な思想」

· 大なる立石を直しやうの事

守護石、滝副石等の大石は月日が経つごとに地中に沈み低くなる物なので造った庭を時々見改め、もし石が沈んでいたらよく見えるように直すべきである。これを直すには大石なので、その傍らの草木を除いて大勢の力で引き上げ直すことは甚だ労力がいり煩わしい。これを容易く直す手段がある。その直すべき石を薦で包み、両方から羽根木を括り付け枕木を下に敷いて、羽根木の端に石か土俵で重りを掛けて、立石が土から抜き出て一人で石の歪みを自由に直し石の根に土を入れてよく見えるように直す。この方法は人数を用いず、石の傍にある草木等を除く必要がなくもっともよい方法である。

上記の方法その昔達人の著した秘書の中から抜き集めて粗文句の暁しがたき所を俗語に直して世の中の人々に示す。あえて自分の意見や眼識ではない。見る人軽々しく考えないようにするべきである。

■リファレンス

・ぐ‐い【愚意】

自分の意見の謙譲語。愚見。

· たたき土の泉水に魚を育つる事

たたき土の池は初めから魚を入れるべきではない。石灰が混入している可能性があり魚が育たない。３０日後よくよく水を替えた後、魚を入れるべきである。たたき土を叩く時に青石の平らな物を叩いて入れれば魚が長生きする。もっとも壺を横に埋めて置くべきである。魚が隠れる。ムツという魚はよく育たないが、青石を水中にいれるとよく育つ。浅い池は寒暑どちらの場所でも魚がよく育たない。水を換えるには半分程水を残して替えるべきである。そうでないと魚が皆死んでしまう。極寒や雪中などの所で小さい池の場合は覆いをするべきである。

■リファレンス

・いし‐ばい【石灰】

生石灰、または消石灰の称。

・あお‐いし【青石】

１緑色を呈する室内装飾用または建物の外装用石材の総称。

２庭石に使用する緑色の石。主に緑色片岩であるが、砂岩をも含む。秩父青石・紀州青石・伊予青石が特に名高い。

· 金魚を養ふ方法

金魚を養う方法は、ももほうづきという虫を食べさせるべきである。ももほうづきの取り方は、その虫がおおくいる所の泥をすくって、瓦の中へ入れ、半日ほど日に干す。さてこの泥を掘って見てみれば、虫が一つの所に集まっている。これを取って金魚を飼育するのである。蜆の肉を取って時々養うべきである。

· 溜り水の泉水の事

溜池のような池でも滝口と水吐けの形を作るできである。

· 杉苔植やうの事

杉苔を植えるには下地の土をかき混ぜてよくならし、和らげておき、その上に杉苔を置き、よくよく踏みつけて、その上に土をふるいかけて日かげの時に水を注げばよく育つ。

· 松の植やうの秘伝

松は二月に植えるべきである。湿気を嫌うので下に炭の粉、木の葉を入れ、根へ蒟蒻を入れて植える。時々川「きゅう」を煎じて冷して注げばなおいい。

■リファレンス

・せん‐きゅう【川〓】

セリ科の多年草。中国原産の薬用植物。日本で古くから栽培。高さ約60センチメ-トル、葉は羽状に全裂、葉柄の脚部は茎を抱く。秋、白色の小花をつける。根茎は生薬の川〓として頭痛・強壮・鎮静薬、また種々の家庭薬の原料。女草。漢名、

· 松既に枯れんと欲するを生す法

松の色が変り枯れようとしているのであれば、そのまま掘り出し小根の部分を鋸で少しづつ挽きかけて、その挽き目に鯣を巻き、藁で括りもとに戻す。ただし、中の太根に触ってはいけない。以上のようにすればやがて生き返り青々と勢いよくなる。これは奇妙に思うかもしれないが秘伝である。

· 石燈篭並に手水鉢等を早く古べやうの伝

あたらしい石燈篭手水鉢等を早く古く見せるのは、石に鳥黐を塗り、その上に落ち葉を多く振りかけて置くべきである。露霜がおち落ち葉が朽ち果てた後、白苔がつき古くなる事不思議なほどすぐれて見える。青苔を作るには白水のカスをさいさいかくればよく苔蒸也。また蝸牛を砕いてその汁を石にこすりつけ木陰に置いて切々に水を洒べきである。白苔が見事に生まれ、古くなる。

■リファイン

・しら‐ごけ【白苔】国語大辞典

１ 「しらがごけ(白髪苔)」の異名。

２ 「はなごけ(花苔)」の異名。

・はな‐ごけ【花苔】国語大辞典

地衣類ハナゴケ科の一つ。北極圏から温帯地方の高山に分布し、日本では主に高山に生じる。高さ三〜一〇センチメートル。子器柄は樹枝状によく分岐して発達、灰白色または黄褐色を帯びる。子器は小枝の先端につき半球状で褐色または黒褐色。こけのはな。《季・夏》

・せい‐たい【青苔】国語大辞典

青色のこけ。あおごけ

・しろ‐みず【白水】国語大辞典

米のとぎ汁。

渣　広辞苑

水底に沈んだ、かす。おり。「渣滓さし・残渣」

· 泉水の魚を鼬に取さざる法

胡椒を紙に包み池の四方に置く。またハリネズミの皮を硝子のトックリの内側に入れ、池の上に吊って置くべきである。鼬が来る事ない。

■リファレンス

・い【〓・蝟】広辞苑

はりねずみ。また、その毛。「〓集」

· 竹を斑にする法

網砂（187.5ｇで細かくふるう。）　碌礬（112.5ｇで細かくふるう）　胆礬（75ｇで細かくふるう）　石灰（18.75ｇ）

上記を調合して水でとかし、竹にどんな物でもいいから模様を描いて乾いた時洗えばその模様が自然と出たようにでる。

■竹を植かゆるによき月日の事

竹を植え替えるには六月二十日に植えるべきである。土に根づかないことはない。

· 接木さひ芽の薬

青葉の「かっ」香（3.75ｇ）蓮肉（1.875ｇ）人参（0.375ｇ）

上記の三つを粉にして水に溶き、接穂のそぎめに塗ればよく接く。また差し芽の切り口に塗ってもよく根を下ろ育つ。

■リファレンス

・つぎ‐ほ【接ぎ穂】 

〓接木をする時、台木につぐべき枝や芽。義枝ぎし。〓〓春〓

〓途切れた話をつなぐきっかけ。「話の—がない」

・そぎ‐めつぎ【削芽接】

接木の一方法。台とする木の側面をそぐようにけずり下げ、その部分に接芽(つぎめ)を挿入し、よく密着させてきつくしばりつける。桃などの果樹でよく行われる。そぎつぎ。

・さし‐め【差し芽】

植物の無性繁殖法の一。通常、わずかに枝・茎のついた芽を床とこにさし、発根させて新株を得る。

· 催花法

馬の糞を水に浸して注げば三四日で咲く花もその翌日にほとんど咲いてしまう。

■菓の実落ざる法

社日に木の実のなる樹の下を突けば実がなる。又実がならないのも上記のようにすれば実を結ぶ事もある。

■リファレンス

・しゃ‐にち【社日】

(「社」は土地の神の意) 暦注の一。春分・秋分に最も近い戊つちのえの日。一説に、立春・立秋の後の第5の戊の日とも、また、旧暦2月・8月の甲きのえの日ともいう。土の神を祭って、春は五穀豊穣を祈り、秋は収穫のお礼参りをする。春のを春社、秋のを秋社という。しゃじつ。
・か【菓】広辞苑

１木の実。くだもの。果。

２菓子。「茶菓・乳菓」

· 松の植やうの事

松を移し植えるのは春の社日の前日に土を根につけて植えれば百本移しても全て育つ。

· 諸木をふとくする法

諸木を太くするには浅く縦に切れ目を入れておくべきである。そうすれば太くなる。

· 諸木に毛虫つかざる法

諸木に毛虫がつかないようにするには、鯣の頭にあるヒラヒラを筆の鞘に入れて、その木にいくつもつり下げておくべきである。そうすると毛虫がつかなくなる。

· 池に蛙を放つ事

山城国井出（現京都市左京区大原井出町）の蛙は鳴く声がしおらしくうるさくない。多く蛙の鳴く声がうるさい時には、井出の蛙を一匹捉えてきて放せば他の蛙が鳴く事をやめる。

· 庭坪地形之図

庭の面積の広さ、狭さがある。この図の地割を見て、庭を作るべきである。また真行草があって山も島もない事がある。石ばかり据える時もこの図を三光にして石を立てるべきである。また石がどのくらい横に長くて置いても、どのくらい深く据えても、この図を参考にその組み合わせと配置を考えるべきである。

· 石燈篭の図

石燈篭から手水鉢まで、石は大和国（現奈良）の御影石を第一級品とし、丹波（現京都）の石を第二級品とし、山城（現京都南部）の白川石を第三級品とし、近江（現滋賀）の木戸石を第四級品とする。その他自然石の石燈篭の笠、または自然石の手水鉢等は、天が作った奇物がある。その他諸国の珍石、海石の手水鉢など最も奇物なものがある。奇物は作者の考えによって集めるべきで無理に使うべきではない。

